
N.大型プロジェク ト

1.研究拠点形成事業 ：アジア・アフリカ学術基盤形成型
「類人猿地域個体群の遺伝学 ・感染症学的絶滅リスクの評価に関する研究J
古市剛史 （社会進化分野）、橋本千絵 （生態保全分野）、 林美里 （思考言語分野）

2016年 11月28日から 12月 10日に、アフリカの自然保護をリー ドする国際NGOであるAfricanWildlife 

Foundationと協力して、 2015年lこ設立したA企icanPrimatological Consorti＝ に参加する若手研究者 16名と講師4
名を京都大学霊長類研究所に招轄し、霊長類の研究と保護に必要な観察法、分析法、サイパー トラッカーを用い

た記録法、GISを用いたデ」タ分析法等についての トレーニングを行ったcまたこのワークショッブの最後には、

各参加者に自分の取り組んでいる研究・保護プロジェクトの紹介し、ワークシヨジプで学んだテクニックを生か

したプロジェクトの発屡方法についての計画を発表してもらった。このワークショップを通じて、アフリカおよ

びB本の若手研究者間の連携が前進し、また、 彼らの研究者と しての自立意識も大いに高まった。

このワークショップの間に、京都大学アフ リカ地域研究資料センターと協力して、アフ リカからの参加者の研

究発表を主体と したシンポジウムを開催した。これには多くの日本人研究者や日本学術振興会の理事にも参与し

ていただき、我々が取り組んできた活動について知ってもらうことができたe また、この事業の活動と京都大学

のさまざまな組織で進められてきたアフ リカに関する研究活動を連携させて京都大学アフリカ研究ユニットを

立ち上げ、2017年3月 11日に京都大学でキックオフシンポジウムを開催した。

学術面では、類人猿の糞から病原ウイノレスの免疫抗体を抽出する方法に関する論文を、国際学術誌に発表した。

また、このテクニックを用いて類人猿の各地域集団で、どのような呼吸器疾患系の病気がどの程度広がっている

かの比較を行い、 現在その成果の投稿準備を進めている。また、同じく糞から抽出されたDNAを全ゲノム解析

とかけ、各地域個体群の存続にかかわる遺伝的多様性を評価する研究も進めているつ

（文責 ：古市剛史）

2.特別経費事業「人間の進化」
本事業は、 人聞の進化を明らかにする目的で、世界初となるヒ ト科3種 （人間 ・チンパンジー・ ボノボ）の心

の比較を焦点とした霊長類研究を総合的に推進し、人間の『心の健康」を支えている進化的基盤を解明するもの

である。ヒト科3穫の比較認知実験としては、全米動物園連盟の協力のもと、北米から平成 25年度にボノボ 4

個体を輸入したのに引き続き、平成 28年度にも 2個体を新たに導入して合計6個体になり、 これらを使ってチ

ンパンジーとの比較研究を続けている。この事業に伴って、霊長類研究所のチンパンジー研究施設と熊本サンク

チュアリのチンパンジー ・ボノボ研究施設を整憶して、認知科学研究を実施した。これと平行して野外の個体詳

を対象にして、チンバンジー （ギニア共和国、ウガンダ共和国）とボノボ （コンゴ民主共和国）の長期研究を継

続している。ヒ ト科3種を補完するものとして、アジアの霊長類研究を継続実施して、オランウータンやテナガ

ザノレなどの霊長類希少種の研究と保全の国際連携体制を構築した。こうした事業に、教員 （2名）、外国人研究

員 （2名）、外国に常註する・研究員 （2名）、外国語に堪能な職員 （2名）を配置して、英語による研究教育を充

実させたe こうした研究の基盤を支える研究資源として、 霊長類研究所が保有する 12種約 1200個体の餌育下サ

レ類の健康管理に万全を期する飼育 ・管理体制を確立している。熊本サンクチュアりでは、世界で2倒自のダウ
ン症の染色体異常、飼育チンパンジーの石器利用と初期人類の石器使用痕との対比などの論文を公表した。と

こScience誌に発表した、類人猿が他者の思考を撞し量る「心の理解jについての論文は、 2016年の Science誌

こ掲載された論文のベスト 10に選ばれた。野生ボノボの調査に関しては、観察している群れの全個体から DNA

を採取して、群れ内で生まれた個体の父子判定をおこった結果、大部分が群れの最上位のオスの子どもであるこ

とが判明したc

（文責 ：湯本貴和）

3.特別経費事業「新輿ウイノレス」
特別経費 （プロジヱクト分）事業名「新興ウイノレス感染症の起源と機序を採る国際共同先端研究拠点J、は京
都大学ワイノレス ・再生医科学研究所との連携事業として組織したものであるc 霊長類研究所の事業代表者 ：平井

啓久、分担者・高田昌彦、岡本宗裕、 明里宏文、中村克樹。事業実施期間：平成25年4月 1Sから平成30年3

月 31日まで（5年間）。本事業は両研究所の教員が参加する 「協働型ウイノレス感染症ユニット」で新興ウイルス

感染症に関する複数の研究プロジヱクトを行っているe 平成28年度の研究概要は以下の通りであるc

1 HTLV-1感染の霊長類モデノレに関する研究（明呈） これまでの本事業での研究において、ヒトの成人T細胞

白血病の原因ウイルスであるHTLV-1に近縁のSTLV-1が感染したニホンザノレが、 HTLV-1慢性感染機構やその病

態解明に有用な動物モデ、ノレであることを報告した。また、HTLVのがん化に！関わる HBZ蛋白に対するワクチンを

開発し、サノレモデ〉レによりその有効性実証に成功したe 今年度は以下のような研究成果が得られた。1)HTLV-1 

治療薬であるモガリスマブを ST工.V-1感染サノレに投与したところ、 CCR4を発現する STLV-1感染細胞が長期にわ

たり抑制されることを克出したc この現象は、モガロス7 プによる Tregの減少のみならず、抗体依存性細胞傷

害による感染細胞の破壊が生じることが原因で、あった。本成果は、モガリスマブ‘が成人T細胞白血病に対して二
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面的作用機停による治療効果を示す重要な知見と考えられた（SciRep 6:27150, 2016）。 2）霊長研で飼育繁殖し
ているニホンザノレ（N=301）を調査したところ、 60%以上のサノレ個体が ST工:V-1に感染していることが確認され

た。このような高い陽性率を示す原因と して、 ニホンザノレ個体内でのワイノレス量が顕著に高いため個体間伝播し

やすいといった可能性が挙げられるが、 詳細は不明であるc そこで、 STLV-1感染個体におけるその抗体価やプ
ロウイノレス DNA陽性細胞率に関する詳細な定量解析を行った結果、抗体価およびプロワイノレス DNA陽性細胞

率ともにHTLV-1キャリアにおける場合とほぼ同程度の頻度分布を示したc また、各集団の地理的背景はこの高

い陽性率に影響しなかった。以上の結果よりSTLV-1高感染率の原因は、ワイJレスもしくは特定の個体詳の特殊
性ではなく、 ニホンサソレの社会生態に基づく個体間感染機会の多さによるものと推察されたc これらの知見を踏

まえ、現在HTLV-1感染阻止で注目される母子感染の霊長類ーモデノレとして、STLVl母子感染の解析を進めている

2 血小板減少症に関する研究 （岡本）：平成27年度にワイノレス研で実施したニホンザノレへの SRV5投与実験に
より、 血小板減少症が再現で、きた （平成28年、獣医学会大会）。 平成 28年度は、それらのサンプノレについて、

免疫染色によるワイノレスの局在を含めた病理学的検査を実施している。 また、 SRVの抗体検査に関しては、市販

のキットによるELISAとウヱスタンプロットを行ってきたが、ELISAキットのロット間でのバラツキが大きく、
非特異的反応により判定が困難な場合もしばしば認められた。そこで、合成ベプチドを用いて抗原エピトープを

特定し、より高感度で特異性の高い抗体検査法の開発を進めているc

3 アカゲずノレを用いたエイズモデルによるワクチン開発研究 （ワイノレス・再生医科学研究所 ：三浦）
これまでに、エイズの原因ワイノレスであるヒト免疫不全ウイノレス 1型 （四V1）の感染モデ〉レとしてサノレ免疫不

全ウイノレス（SIV）や、それらの組換えウイノレスで‘あるサノレ／ヒト免疫不全ウイルス （SHIV）のアカゲザノレ八の

感染動態と免疫応答について長年研究を行ってきたe 一方、SIV遺伝子を発現する BCGベクターとワクシニア
ウイルスベクターを組み合わせて免疫することにより、SIVの感染防御効果が得られることを示唆する予備的結

果を得ているe 今年度は、本事業にて霊長研より供与を受けたアカゲ司ザノレについて、免疫遺伝学的バックグラウ

ンドの解析結果に基づきワクチン候補の感染防御効果を評価する実験群を選定し（ワクチン群3頭、対照群3頭）、
ワクチン接種実験を開始した。これまでにワクチン群で、順調に SIVに対する免疫応答が誘導されていることを

確認した＝この誘導された免疫応答のSIV攻撃接種に対する防御効果を次年度に評価する予定である。 また、車

規に開発した攻撃接種用 SHIVとして、臨床分離株と同等レベノレの中和抵抗性を有する CCR5親和性S田Vの感
染実験のために6頭のアカゲずノレを間接に選定し、攻撃接種前の基礎データを取得したc 中和抗体誘導型ワクチ

ンを評価するための攻撃接種用ウイノレスとしての適性を確認するため、 E欠年度にアカゲサソレ感染実験を行う予定
である。
以上のように、サノレ類を用いたモデ‘ノレ動物研究は、難治性ワイノレス感染症の病態や治療法開発に資する幾多の

優れた知見を提供している。 来年度は更に上述の成果を発展させるべく、 問研究所の連携研究を推進していきた

（文責 ：明里宏文）

4.霊長類学 ・ワイルドライフサイエンス ・リーデイング大学院（P¥iVS)
プログラム ・コーディネーター ：松沢哲郎（高等研究院 ・特別教授）

平成25年 10月 1日に採択され発足した当プログラムは、日本の他の大学に類例のない、フィーノレドワークを

基礎とするプログラムである。学内の研究者に加えて、 環境省職員、外交官、地域行政、法曹、国際NGO、博

物館関係者などからなるプログラム分担者をそろえ、 3つのキャリアパスを明確に意識した体制を構築したむ

採択当初から L3編入制度を導入していることにより、平成28年度は履修生受入3年目にして 5学年29名の履

修生がそろい、 4名の修了生を輩出した。欧米などからの履修生は12名 （41%）にのぼり、 申請当初の目標を達
成したむ平成28年度のプログラムの進捗状況を以下の項目ごとに詳述するe

l〕 プログラムの実施 ・運営：
必修の8実習 「インターラボJf幸島実習j 「屋久島実習j 「ゲノム実習j f比較認知科学実習／動物福祉実習J

I笹ヶ峰実習J「動物園 ・博物館実習j 「自主フィーノレドワーク実習jのカリ キュラムを実施した。また座学とし

て、芙語が公用語の『アシュラ・セミナーjを12回、公用語を定めない「ブッダ・セミナーJを5回実施した。
これらの実習・ セミナーは、 基本的な公用語は英語であるe 特に実習は年に2回ずつ実施することで、履修生の
所属研究科講義の受講や自主的なフィー／レドワークの妨げとならないよう配慮した。また、 実習実施拠点の整備

とその維持にも力を注いだ。具体的には、チンパンジーとボノボを擁する熊本サンクチュアリ、幸島の野生ニホ

ンザノレ施設、屋久島の野生のすノレとシカの調査施設、公益財団法人日本モンキーセンターなどである。国外では、

アフリカ、中南米、インド ・東南アジアという3つの熱帯林を中心と した野生動物のホットスポットが挙げられ

る。履修生は、 L1からすぐに、 これらの海外拠点で2～6カ月の中長期にわたって自主企画のフィーノレドワーク

をおこなったc
・インターラボ・京都市動物園 ・生態学研究センタ」 ・原子炉実験所 ・瀬戸臨海実験所 ・霊長類研究所・日本モ

ンキーセンターを回り、生物科学専攻における広範圏な研究領域の概略を学ぶ。

・幸島実習：日本の霊長類学の発祥の地である宮崎県幸島において、天然記念物である幸島の野生ニホンザノレを
観察して、糞の採集から食物となった植物を同定するなど、各自が工夫したテーマで研究をおこない、野外研究
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の基礎を学ぶ。
・屋久島実習 ：世界遺産の島・屋久島で、 海外の学生との研究交流も兼ねて、 タンザニア、 インド、マレーシア、

ブラジノレの大学院生とともに英語を公用語としたフィーノレドワークをおこなう。採取した試料は、続いて行われ

るゲノム実習で使用する。

・ゲノム実習 ・屋久島で採取した試料を使って、様々な実験と解析をおこなう （初心者コース／次世代シーケン

サー色麗使した高度なコース）。 屋久島実習に引き続き参加する海外の大学院生を交えて、実習は英語を公用語

として進められる。フィーノレドでのサンプリングと、それに続くゲノム分析を通して経験することで、フィーノレ
ドワークもラボワークもおとなえる研究者を養成する。得られた成果をもとに、最終日に国際シンポジウムでポ

スター発表 （芙語）を実施する。

・比較認知科学実習 ．霊長類研究所で、チンバンジーの認知機能の実験研究の現場に参加して、チンパンジーと
づ「進化の隣人Jを深く知るとともに、そう した日々の体験を通して「研究Jという営為を理解する。研究す
る側の日常と、研究される（~Jjの日常の姿を見せたいc またこれに加えて、 霊長類とは異なる環境に適応してきた
有蹄額であるワマについても、その行動観察などの実習をおこなう。
・動物福祉実習 ・野生動物研究センター ・熊本サンクチュアリlこて、飼育下の動物の動物福祉について、 講義と
実習によって学ぶe 動物福祉の向上を図る実践的取組としての環境エンリッチメント、採食エンリッチメント、

認知的エンリッチメント、およびこれらの実践と評価するために必要な行動観察や比較認知科学研究の手法につ
いて、 実習によって習得する。

・動物園 ・博物館実習：日本モンキーセンターにおいて、PWS教員 ・キュ レーター ・飼育技術員 ・獣医師を講師

としたレクチャーを受け、 現場で飼育実習を行い、教育普及活動にも参加する合 PWSの3つの出口のうちのひと
つである「博士学芸員Jの仕事について学ぶとともに、 霊長類及びワイルドライフサイエンスの環境教育の実践
こ触れるc

・笹ヶ峰実習 （無雪期 ・積雪期）：京都大学笹ヶ峰ヒュッテ（新潟県妙高市：標高 1300mの高原）において、生

物観察や火打山（標高 2462m）登山や夜間のヒーパーク体験 （戸外での緊急露営）を通して、フィーノレドワークの

基礎となるサバイパノレ技術を学ぶe

・自主フィーノレドワーク実習 ：自主企画の海タト研修を行うことで、 履修生の自発的なプランニング能力の向上を
図り、出口となる保全の専門家やキュレーター、アウトリーチ活動の実践者の育成につなげる。

② 連携体制の維持 ・強化 ：
履修生を広く探く支援する教育研究体制を構築した。プログラムの意思決定は、 学内分担者の全員からなる月

例の協議員会で、その中枢として八ッドクオーター （HQ）制度をとった。コーディネーターを含む8名のHQ

がいて、 諸事の運営を審議する。特定教員 7名をはじめ、 語学に堪能な事務職員を各拠点に配置し、協力して履
修生をサポートしたe プログラムの方針 ・運営状況・カりキュラム ・成果 ・履修生の動向などについて、対内外

の情報 ・広報は、すべて一元的にHP(http://www.wildlife-science.org／） に集約して共有した。年 2回開催 （平成

28年度は9月 12-15Bと3月2-4日）のTheInternational Symposium on Primatology and Wildlife Scienceで、 履修
生や外国人協力者 （IC）も含めた 100名超のプログラム関係者が一堂に会することで、プログラムの方向性や進

捗状況を確認し、連携強化を図った。なお、 9月実施シンボジワムは平成28年度秋入学履修生の、 3月実施シン

ポジウムは平成29年度春入学の履修生の入試をそれぞれ兼ねており、平成26・27年度を上回る数の応募者があっ
た。加えて、日本学術会議 ・基礎生物学委員会 ・統合生物学委員会合同ワイノレドライフサイエンス分科会にてプ

ログラムコーディネーターが委員長を務めることで、 長期的かつ学際的な評価 ・支援基盤を園めた。さらにプロ

グラムの「実践の場jとして、16の動物園 ・水族館 ・博物館と連携協定を結んでいるが、特に公益財団法人日本

モンキーセンター （以下JMC）や京都市動物園では、履修生によるアウトりーテ活動も活発化している。特に、

応ifC発行の季刊誌「モンキーjの刊行については、本プログラムが全面的に協力し、プログラムの活動PRの媒

体となっている。国内ワイ／レドライフサイエンスとの違携も継続しており、特に屋久島は毎年2田実菅で訪れる
なかで f屋久島学ソサエテイ（h抗p://yah."1.lshimag止usociety.hateblo.／）」 を中核とした地域住民との協働が烹密で

あるc また履修生が継続的に調査をおこなっている御蔵島では、島内新聞でイノレカの生態に関する情報をリアノレ

タイムで発信するなど、地元の翠光協会や東京都環境局との人的交流を履修生が主体となって築き上げている。

③ キャ リアパスを見据えた履修生の自主性の福義と支援・

必修の『自主フィーノレドワーク実習Iでは、履修生が自主企画の海外研修をおこなうことで、 自発的なプラン
ニング、能力の向上を図り、出口となる保全の専門家やキュレーターや、アウト リーチ活動の実践者の育成につな

げているc 個人的なフィーノレドワークに隈らず、大学院生のイニシアチプによる自主企画の取組も奨励し、 運営

能力 ・実践能力の溜養を図った。 具体的には、「Conse1v'Session環境保全映画の上映会と講演会 （月次開催）Jや
「羅臼実習 （6月29日ー7月4日）J r丸の内キッズジャンボリー出展 （8月 16-18日）J等であるe さらに、プロ
グラム担当者の堀江正彦（前駐マレーシア大使・地球環境問題担当大使）らの協力を得て，IUCN (International Union 

for Conservation of Nature：国際自然保護連合）インターン、 UNESCO-MAB（ユネスコ人間と生物園計画）イン
ターン、環境省インターンを実施した。環境省や日本科学未来館との交流人事を実施し、 ITCA出身者も雇用し

て、ローノレモデルとなる若手教職員が履修生の指導にあたったe
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連） 優秀な瞳修生の継続的な獲得と支援 ：

L3編入制度、春秋の国際入試をおこない、秋入学者へのカリキュラム対応を整備して、優秀な留学生を獲得

した。国際学会にブースを出して、国際的な広報活動を実施した。HPの内容を充実させて、 回 を見れぽプログ

ラムのすべてがわかるようにした。 学部生や高校生を対象としたプログラム担当者による実習を継続し、優秀な

自大学出身者の獲得に努めた。熟産、のうえで奨励金の給付はおこなっていないが、その代わりに、「いつでも ・

どこでも ・なんでも」を合言葉として、履修生のフィーノレドワーク旅費 （航空券代や日当宿泊費）を全面的に支
援した。

なお、平成28年度は「博士課程教育りーディングプログラムj中間評価が実施された。当プログラムは、 s. 
A・B・ C・Dの5段階評価で最高のS評価だった。中間評価結果の詳細は下記URLに記載の通りであるc

（加ps://www.jsps.go.jp/j-hakasekatei/data/followup/h25/F氾04.pdf)

（文責 ：湯本貴和）

s.日本学術振興会研究拠点形成事業 A.先端拠点形成型「心の起源を探る比較認知科学
研究の国際連携拠点形成（略称CCSN)J
事業名 I心の起源、を探る比較語、知科学研究の国際連携拠点形成J。略称「CCSNJ。日本仮ljの拠点機関は京都大

学霊長類研究所、日本側コーディネーターは高等研究院 （霊長類研究所兼任）の松沢哲郎で、ドイツ（マックス
プランク進化人類学研究所）・イギ日ス （セントアンドリ ユース大学）・アメリカ （カリフオノレニア工科大学）の

3国が相手国となっている。本研究交流計画は、①人間にとって最も近縁なパン属2種 （チンパンジーとボノボ）

を主な研究対象に、②野外研究と実験研究を組み合わせ、③日独米英の先進4か国の国際連携拠点を構築するこ
とで、 人間の認知機能の特徴を明らかにすることを目的としているc 事業期間は平成26年度から平成 30年度の

5年間である。国際的な共同研究、セミナー開催、研究者交流をおこなうことで、各国のもつ研究資源を活かし

て比較認知科学研究の国際連携拠点を形成する。3年度巨となる平成28年度には、国際連携研究の体制強化とと
もに、 実際に国内外での国際共同研究を推進した。 具体的な特記事項として、 4 月に~lj途経費で招へいした米国

側コーディネーターでカリフオノレニア工科大学のラノレフ ・アドノレフアス教授の講演会を、京都大学高等研究院で

開催したC 7月に横浜で開催された国際心理学会に、著名な比較認知科学の研究者らを招へいしてセミナーの開

催と相互交流をおこなった台 8月には米国 ・シカゴで国際霊長類学会が開催され、比較認知科学研究の成果を発

表するセミナーをおこなった。 3月には、日本側コーディネーターの松沢特別教授が英国に渡航し、スコットラ
ンド霊長類学会 30周年記念大会で講槙し、セントアンドリ ユース大学、エディンバラ大学、スターリング大学

で講演および研究打ち合わせをおこなった。また、英国のセントアンドリユース大学とオックスフォード大学と

連携して、ギニア・ボッソワの野外実験場における野生チンバンジーの長期行動記録映像をデジタノレアーカイプ

化する作業を開始した。平成28年度には本経費で、園内交流も含めてのべ40名が536日間の交流をおこなった。

（文責・林美里、松沢哲郎）

6.科学技術試験研究委託事業：革新的技術による脳機能ネットワークの全容解明プロ

ジェクト(Brain川町DS)
霊長類研究所は情報学研究科と協力して、「マーモセットの高次脳機能マップの作成とその基盤となる神経由
路の解明及び参画研究者に対する支援」という課題名で、中核拠点の参画機関として研究を推進する （参画機関

業務主任：中村克樹、分担研究者 I高田昌彦、石井信、大羽成征）ε 本事業は、平成26年度より文部科学省が
始めたもので、霊長類 （マーモセット）の高次脳機能を担う神経団路の全容をニューロンレベルで解明すること
こより、ヒトの精神 ・神経疾患の克服や情報処理技術の高度化に貢献することを目的としたものであるc 平成2

6年度に採択され、12月より研究活動をスター トしたe 平成27年度より白本医療研究開発機構 （AMED）の

管轄となった。平成28年度も引き続き、多シヲ プス性神経団路の解析 ・疾患モデ〉レマーモセットの作出 ・認知

課題等の開発などを推進した。また、福島県立医科大学・北海道大学・東京医科歯科大学・東京大学・理化学研

究所などとの共同研究も推進したc

（文責：中村克樹）
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